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教員会議（１７１５回）・研究科委員会（５０７回）議事要録 

 

日 時：平成３０年２月１４日（水）１３時３０分～１４時２０分 

                 １５時１０分～１６時００分 

場 所：人間発達文化学類大会議室 

 

【確認事項】 

「教員会議(第1713回)・研究科委員会(第505回)」の議事要録(案)及び「教員会議第1714回、

研究科委員会第506回」(案)について、確認された。 

 

議 題 

◆教員会議◆ 

【審議事項】 

１．人事について 

（１）教員の昇任について（発議）（資）≪投票≫ 

   学類長から、1 月末締切としていた４月１日付け教授昇任枠に対し２名を超える申請があり、

人事委員会で審議した結果、全員が条件を満たしているが「申し合わせ」に従い2名に調整した。

また、准教授については、取り下げがあったとの報告があった。 

横島浩教員の教授昇任について、中畑教員から資料に基づき説明提案があり、審議の結果、資

格調査委員会の設置が承認された。 
原野明子教員の教授昇任について、大宮教員から資料に基づき説明提案があり、審議の結果、

資格調査委員会の設置が承認された。なお、説明資料のうち研究業績の一部に資料の不足があり、

大宮教員から当該箇所について口頭で説明の後、次回投票の際に再配付することとなった。 

なお、投票結果については、教員会議終了時までに集計ができなかったため、結果はメールで

各教員へ送り確認願うことで、承認された。 
投票の結果、「音楽（作曲）」分野（横島浩教員）は、当該分野あるいは当該関係分野から中畑、

当該領域から杉田、当該領域以外の領域から澁澤、中田(文)各委員が選出され、当該学系に所属

する学類長の委員選出は、今尾委員を選出することとし承認された。 
投票の結果、「幼年教育」分野（原野明子教員）は、当該分野あるいは当該関係分野から大宮、

当該領域から白石、当該領域以外の領域から坂本、鶴巻各委員が選出され、当該学系に所属する

学類長の委員選出は、高谷委員を選出することとし承認された。 
（２）附属小学校長及び附属中学校長候補者の選出について 

学類長から、選考の経過について説明があった後、附属小学校長候補者として千葉養伍教員、

附属中学校長候補者として佐久間康之教員の提案があり、承認された。 
  また、学類長から「内規」及び「申し合わせ」の運用について、以前は重複者を回避するため

経験者もその対象としていたが、後任補充が厳しいため「申し合わせ」を緩和して決定したのと

の補足があった。 

（３）福島大学評議員、教大協評議員の選挙について（資） 

  学類長から、標記について資料に基づき説明提案があり、承認された。 

（４）今後の人事計画について 

  学類長から、鈴木庸裕教員の後任について特任Ａと定めていたが、官公庁退職者からの採用は

非常に困難なため、人事課と相談のうえ特任Ｂの准教授として採用したいとの説明提案があり承

認された。なお、所属、担当は変わらないとの補足があった。 

２．教務委： 

（１）平成30年度非常勤講師計画について（資） 
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佐久間委員から、標記について資料に基づき新規の教員について説明提案があり、承認された。 
（２）平成30年度教員養成実地指導講師計画について（資） 

  佐久間委員から、標記について資料に基づき説明提案があり、承認された。 

３．学類長： 

（１）教員の休職の延長について 

学類長から、標記について2月末日まで病気休職中の西内裕一教員について、現在問い合わせ

中であるが、来週に教育研究評議会での報告があるため、教育研究評議会で審議が先行すること

に承認願いたいとの提案があり、承認された。 
【報告事項】 

１．教育研究評議会：第296回(2/6) 

（審議事項） 

（１）既存組織の見直し等について（資－掲） 

（２）平成30年度国立大学法人福島大学年度計画について 

（報告事項） 

（１）次期理事・副学長等候補者について 

（２）学内規則等の制定について（資－掲） 

（３）リュブリャナ大学（スロベニア）及びサラゴサ大学（スペイン）との大学間交流協定締結に

ついて 

（４）グラスゴー大学（英国）との学生交流協定締結について（資－掲） 

（５）その他 

①プロジェクト研究所成果報告会について（資－掲） 

２．運営会議：第103回(1/30) 

（１）古本一斉収集について（資－掲） 

（２）｢第69回全国植樹祭ふくしま2018｣への協力依頼(学生ボランティア)について 

３．共通教育委： 

（１）平成30年度共通領域科目非常勤講師計画について（資） 

  水澤委員から、標記について資料に基づき説明報告があり、了承された。 

（２）平成30年度共通領域科目及びキャリア形成論時間割について（資） 

水澤委員から、標記について資料に基づき説明報告があり、了承された。 

４．学生生活委： 

（１）平成30年度メンタルヘルスオリエンテーション授業開講日程について（資） 

  今尾委員から、標記について資料に基づき説明報告があり、了承された。 

（２）平成30年度学生関係休講措置（予定）について（資） 

半沢委員長から、標記について資料に基づき説明報告があり、了承された。 

（３）平成30年度学習クラスの所属学生数について（資） 

半沢委員長から、標記について資料に基づき説明報告があり、了承された。 

（４）平成29年度学位記授与式の総代及び答辞について  

半沢委員長から、標記について総代はローテーションに従い特別支援クラスに依頼する。また、

答辞は学生会に依頼しているのと説明報告があり、了承された。 

５．学類長： 

（１）教員の外国出張について 

学類長から、以下について学類人事委員会で承認したとの報告があり、了承された。 
外国出張 蓮沼 哲哉 30.2.19 ～ 30.2.21 大韓民国 研究経費 

外国出張 生島  浩 30.3.10 ～ 30.3.18 アメリカ 科研費・研究経費 

外国出張     〃     30.3.25 ～ 30.3.30 オランダ 研究経費 

外国出張 牧田  実 30.3.17 ～ 30.3.25 タイ   科研費 
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外国出張 佐久間康之 30.3.21 ～ 30.3.28 アメリカ 科研費 

外国出張  中村 洋介 30.3. 5 ～ 30.3. 7  大韓民国 研究経費 

    外国出張 小島  彰 30.3. 6 ～ 30.3.10  ベトナム 研究経費 

当日追加（２）平成30年度学長表彰の推薦について 

  学類長から、標記について推薦があった場合、学類長宛に連絡願いたいとの依頼があり、また、

詳細は別途依頼するとの説明があり、了承された。 

◆研究科委員会◆ 

【審議事項】 

１．入 試 委：≪先議≫ 

（１）平成 30 年度大学院人間発達文化研究科地域文化創造専攻・学校臨床心理専攻入学試験(2 次

募集)の合否判定について(資-回収) 

佐藤(佐)委員から、標記について「平成30年度大学院人間発達文化研究科入試(２次募集)合否

判定の方法について」を読み上げた後、資料に基づき説明提案があり、承認された。 

（２）平成30年度大学院人間発達文化研究科教職実践専攻入学試験(3次募集)の合否判定について

(資-回収) 

澁澤委員長から、標記について「平成30年度大学院人間発達文化研究科教職実践専攻入試(３

次募集)合否判定の方法について」を読み上げた後、資料に基づき説明提案があり、承認された。 

２．教 務 委： 

（１）修了研究題目の変更について（資） 

  佐久間委員から、標記について資料に基づき説明提案があり、承認された。 

【報告事項】 

１．学生生活委： 

（１）平成29年度学位記授与式の総代及び答辞について 

半沢委員長から、標記について総代はローテーションに従い臨床心理領域に依頼するとの説明

報告があり、了承された。 

 

（アナウンス） 

①平成30年度一般入試に係る監督者等の前日までの連絡体制について 

  一般入試の前期及び後期日程試験について、本部要員及び監督者等が試験当日に大学に来るこ

とが出来ない事が分かった場合、試験前日が土曜日又は日曜日のため前日の 15 時を目安に入試

課へメールで連絡願いたい。また、前日15時以降も何かあった場合は、随時メールにて入試課へ

連絡願いたいとのアナウンスがあった。 

②教育課程再課程認定について（教育課程委） 

  平成31年度に向けた教育再課程認定について、2月末が締切となっているので作成願いたいと

のアナウンスがあり、また、大学院生の教育効果及び4年生の卒業時アンケートについても提出

願いたいとのアナウンスがあった。 

③次年度のシラバスの作成について（教務委） 

  再度吟味して作成願いたい。また、早急に 100％達成を見込んでいるので協力願いたいとのア

ナウンスがあった。 

④「大震災後の福島県の教育復興を進める会」シンポジウムについて（学類長） 

  3/3に開催するので参加願いたいとのアナウンスがあった。 

 

※次回の教員会議は、平成30年3月5日（月）12：10～から開催することとした。 

 


